










森林や里山の保全活動体験の実施や、森林保全・里山保
全・農作物の影響への配慮などに関するセミナーを通じて、
里山をテーマにした地球温暖化の影響について考えます。

2時間 ２0名程度

草刈り機など 自治体

・人々の暮らしを支える大切な資源である里山の保全活動
が、地球温暖化の適応にもつながることを学びます。

・森林保全のフィールド、森林保全の指導者や道具の確保、
安全面への配慮が必要。
・天候に左右されるため、中止時の連絡体制や対応などを
決めておくことが望ましい。

里山をテーマにした気候変動の影響について、セミナーに
より自然災害の観点から学ぶとともに、森林保全や水源保
全活動が適応策であることをワークショップを通じて考えま
す。

2時間 20名程度

オンラインセミナー
準備一式 自治体

・里山地域での気候変動の影響について学びます。
・森林保全や水源保全等の活動が適応に関する取組みで
あることを知ってもらいます。

・里山地域において意識せずに行っている活動が、適応の
取組みであることがわかるような具体的な説明をするなど、
適応への気づきを与える工夫が必要。

農作物をはじめとした「食」に関するゲーム（神経衰弱ゲーム）
やクイズを通して気候変動影響について理解を深め、参加者
が各々取組める適応策とはなにかについて考えます。

6時間
（時間内自由参加）

４００名程度

イベント出展
（必要に応じて資料など）

自治体
私たちに身近な「食」をテーマにした気軽に取り組めるゲーム
やクイズを通じて、個人でもできる適応策について学びます。
例）体を冷やす食材、温める食材、災害に備える備蓄につい
てなど

・イベント出展の場合、一人あたりの体験・理解の時間が短く、
参加者へ解説資料を配布するなど補助的な工夫が必要。
・ゲームの中でも、適応について考えてもらえるよう、ヒントを
与えることが有効。

＊ハンドブックP13,22もご覧ください

＊ハンドブックP13,15もご覧ください ＊ハンドブックP17,20もご覧ください

＊ハンドブックP13,21もご覧ください

▲気候変動に適応するために、身近で出来そうなことは何だろう？

▲森の中でセミナー ▲森林保全体験

▲森林整備





昆虫などの身近な生き物を通して、生き物が適応するため
の知恵や工夫などを知ってもらい、気候変動による生態系
への影響について考えます。

2時間 40名程度

セミナー備品一式 自治体

・身近な自然や生態系への気候変動の影響について学びます。
・身近な生き物の知恵を学び、適応への気づきにつなげます。

・ナッジ（望ましい行動をとれるよう人を後押しする手法）な
ど行動科学の知見を活用し、強制ではなく、自発的に取組み
が進むよう、自分たちの行動がより良い暮らしにつながるこ
とを想起させる工夫が有効。

座学に加えてフィールドワークやクラフト制作を行い、屋外
で大木や生き物に触れることを通して、身近な生き物が適
応するための知恵や工夫などを知ってもらい、気候変動に
よる生態系への影響について考えます。

2時間 40名程度

セミナー備品一式、木や生き
物がいる公園、クラフトの材料 自治体

・身近な自然や生態系への気候変動の影響について学びます。
・セミの羽化と抜け殻などのクラフトの制作を通じて気候変動の
生態系への影響を知り、適応への気づきにつなげます。 

・お話とフィールドワーク、クラフトを組み合わせることによっ
て、理解が深まる。　
・フィールドワークに適した季節がある。
・天候に左右されるため、中止時の連絡体制や対応などを
決めておくことが望ましい。

地球規模での気候変動の影響について、北極のアザラシ
の生活を通して理解し、自然生態系への気候変動の影響に
ついて、ワークショップにより考えます。

２時間 20名程度

オンラインセミナー準備一式 自治体

森林セラピーの
フィールド、指導者 自治体

流氷が減少した影響でアザラシが減るなど、地球規模の気
候変動の生態系への影響について学び、適応や身近な行
動の中で自分たちができることへの気づきにつなげます。

・地球規模の話をきくと、身近な生活とのスケールの差があ
りすぎて、実感が伴いづらいことから、身近な観点に引き寄
せる工夫が必要。
・温室効果ガスの削減に向けた国際的な動向なども説明す
ることで理解が深まる。

森林の散策体験などを通して、森林を身近に感じるとともに、
自然生態系への気候変動の影響ならびに森林保全の役割
について考えます。

2時間 20名程度

・自然生態系への気候変動の影響や、森林保全の重要性
を知るセミナーに続き、森を身近に感じるセラピー体験を行
います。
・自然に触れ、好きになる気持ちが地球温暖化の適応にも
つながることを学びます。

・セミナーとフィールドワークを組み合わせることによって、理
解が深まる。　
・フィールドワークに適した季節がある。
・天候に左右されるため、中止時の連絡体制や対応などを決
めておくことが望ましい。

＊ハンドブックP15もご覧ください ＊ハンドブックｐ2-3,4-6,9もご覧ください

＊ハンドブックP15,22もご覧ください ＊ハンドブックP15もご覧ください

▲教えて！カマキリ先生
　温暖化の影響と生きものの適応について ▲地球規模での気候変動の影響のお話

▲公園で大木や生きもの観察 ▲森のセラピー





















〒559-8555　大阪市住之江区南港北１丁目14-16
大阪府咲洲庁舎（さきしまコスモタワー）22階
電話番号 06-6210-9553
ファクシミリ番号 06-6210-9259
受託制作：特定非営利活動法人イー・ビーイング

大阪府環境農林水産部　エネルギー政策課

おおさか気候変動「適応」啓発事例集
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